
観光入込客統計に関する共通基準の概要

【観光入込客統計の調査フロー】
１．観光地点等名簿の作成と更新

２．観光地点等入込客数調査

３．観光地点パラメータ調査

４．統計量の推計・共有・公表

【観光入込客統計とは】
・地域観光の市場規模を知るために推計した➀観光入込客数、
②観光消費額単価、③観光消費額。
・これらの➀～③の指標を、属性別（「宿泊または日帰り」×「県内
または県外または訪日外国人」×「観光目的またはビジネス目的」
の12区分）に推計。

【実施体制】

都道府県 市区町村
都道府県と市町村が相互に連携・協力して調査を実
施。観光入込客統計としてとりまとめ、公表。

観光庁
各都道府県が各種推計を行う際に必要な既存統計
の加工・提供。必要に応じ、共通基準の見直し等を
行う。

➀観光入込客数

各都道府県を訪れた
観光入込客の人数

②観光消費額単価
観光入込客１人の１回
の旅行における消費額

③観光消費額
各都道府県を訪れた
観光入込客の消費総額

【共通基準とは】
各都道府県の「観光入込客数」、「観光消費額単価」、「観光消費額」等を把握するための調査手法や
集計方法に係る全国共通の基準。（2009年策定/2013年及び2023年に一部改定）
→従来の各都道府県の観光入込客統計は、それぞれ独自の手法で調査・集計されており、地域間比較が困難であったところ、
上記基準の策定及び各都道府県の導入によって地域間の観光に関する現状や動向の比較が可能に。

→各地域の観光振興に係る戦略や施策を立案する際の、より信頼性の高い基礎データとして活用。


